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していただいておきま

した。 ただこの後がた

いへんで、 捕虫網と調

査票で両手がふさがっ

ている上に調査中で

あったこともあり、 し

ばらくもてあましてい

ましたが、 この躊躇が

災いして、 アイスが溶

け出して手がべとべと

になり、 えらい難儀し

てしまいました。

■街なかの公園には、 ホームレスの

人の「家」があったりします。けっ

こう 「家」 が高密度に 「建築」 さ

れている公園があったり、 いつも

ホームレスの皆さんの集まる公園が

あったりと、 公園によって様々で

す。 その中を捕虫網を持ってさりげなく

通り抜けておりますが、今まで声をかけ

られたことはありません。 向こうにして

みれば、 私のことを 「変な兄ィちゃん

おるな」 ぐらいに思っているのでしょ

う。 でも、 当事者たちはともかく、 フ

ツウの人から見れば、ホームレスと虫取

り網を持ったオッサンがいるような公園

は怪しすぎて近寄れないシチュエーショ

ンであったに違いありません。

■以外に困ることは団地にはゴハンを食

べるところが案外なかったりすることで

す。 コンビニすらないこともしばしばで

す。 たとえコンビニがあって弁当が買え

たとしても、 今度は食べるところがなく

て困ります。 団地の中の公園で、 ベン

チに座って一人で食うのも恥ずかしいも

のです。 でも 「変な人いてるわ」 と思

われようとも、 仕方ないので食べてます

が･･･。

（大阪支社自然環境調査室・青柳正人）

■生物調査は何も山や人

里離れたところでやるだ

けではありません。 住宅

地など、 街なかでの調査

も少なからずあります。

今回は街なかの生物調査

について徒然なるままに

書いてみました。

■生物調査で「困る」こ

とと言えば、 街なかでの

調査ではないでしょう

か。 特に昆虫類を調査す

る者にとっては捕虫網を

持って街なかをうろつくのは、とり

わけ恥ずかしいことです。さりげな

く調査できる植物の人がうらやまし

く思います。 でも、 何年も街なか

で調査するにしたがって、次第に羞

恥心がとれてしまい、今ではあまり

気にせず調査ができるようになりまし

た。 言いかえれば、 マヒしてしまった

わけですが･･･。

■しかしフツウの人にしてみれば、街な

かで 「虫取り網なんか持って何しとんね

ん」 としか思わないでしょう。 そうな

れば調査するわれわれは 「ヘンな人」

「アヤシい人」 以外の何者でもありませ

ん。 動物行動学の日高敏隆先生は住宅地

でアゲハチョウの調査をした時、「アヤ

シい人」 と間違われたそうです。 しか

しながら、女子学生といっしょの場合だ

と、 怪しまれることがなかったそうで

す。 男である私は当然のことながら、

「アヤシまれる」 対象となります。 街

なかの場合は人が多くお互いが知らない

のも普通ですが、 これが田舎に行くと

「アヤシさ」 のレベルが上昇して、 お

巡りさんからいきなり職務質問と言うこ

とも･･･。

■とは言っても、怪しいヤツというツメ

例年、冬至のユズ湯の後は、さら湯では物足りなくなり、お風呂に何か入れたい

気分になります。「冬至のユズ湯、端午の節句のショウブ湯。ということは他の

月にも○○湯があるのかな？」･･･調べてみると「季節の薬湯－１月松葉、２月大

根の葉、３月ヨモギ、４月桜、５月ショウブ、６月ドクダミ、７月桃の葉、８

月ハッカ、 ９月菊、10月ショウガ、 11月ミカン、12月ユズ（東京ガス都市

生活研究所）」とのこと。季節感を楽しめると同時に、冬のユズ湯や大根の葉湯

には発汗・血行促進、夏の桃の葉湯にはあせも・日焼け・虫さされなどの肌の

トラブルを防ぐなどの薬効があるそうです。薬湯の始まりは平安時代初期にさかの

ぼるとのこと。昔から、植物は暮らしの中に溶け込んでいたんだなぁ･･･と感慨に

ひたりつつ、あれこれ試しているこの頃です。　　　　　　　　（高岡由紀子）
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ある日のフィールド・ノートから

捕虫網を持って街へ

白枠内 ： ナミテントウ （本文とは関係

　　　　ありません）

素朴な疑問やご感想など下記のアドレスまでお寄せください。お待ちしています。

E-mail ：nl-info@chiikan.co.jp

ご 意 見 　ご 質 問

お 待 ち し て い ま す

タ～い視線ばかりではありません。

「兄ちゃん、 何してはんの？」

「昆虫の調査です」

「えっ？」

「ムシです。 チョウとかトンボを調べて

います」

「ああ、 そうですの。 たいへんやねえ」

と感心する人の方が多いです。 全体から

見ると、 こういった方々はごく少数で

しょう。

■ある猛暑の７月。 ところは当然のごと

くクソ暑い大阪の団地で、 チョウ類のラ

インセンサスの最中にオバチャンに声をか

けられ、 いつも通りに何をしているのか

を聞かれたあと、 「こんな暑いのにえら

いたいへんやん。 これでも食べ」 と、 子

供みたいにアイスキャンディー （イチゴ

味） をもらってしまったこともありまし

た。 なんぼなんでも40に近いオッサンに

イチゴのアイスキャンディーはないやろ、

と思いつつも、 オバチャンの親切に感謝
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